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安倍首相主導で強行採決された「安保法制｣。

立憲主義は破壊されていく。その危機感を抱え、直接訴え

られる裁判の場で闘おうと立ち上がった北海道から沖縄

まで全国の原告女性１２１人の陳述書である。

年齢や地域、環境によりさまざまな経験をしている女性

達が原告になっている。その根底にあるのが、「平和憲

法｣。安保法制に反対することは、平和憲法を守りたい

という思いとしっかり重なっている。この本となった

陳述書は、原告たちの「平和への思い」を軸にした自

分史、女性たちの貴重な戦後史である。
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第１章 戦争とわたし

橋本宏子 柴山恵美子 関 千枝子 石川逸子 重藤 都 鈴木美津子 佐久間む津美 青野まり

青木美保子 寺田美恵子 加藤葉子 川合伸江 桐山千歳 日下邦子 日下弘子 末永節子

高瀬多佳子 徳永恭子 中尾泰美

第２章 軍隊による暴力

池田恵理子 伊藤充子 川見公子 近藤美恵子 高里鈴代 七尾寿子 渡邉文恵 渡辺美奈

第３章 女性に対する暴力を許さない

浅倉むつ子 梅林智 大木清子 戒能民江 近藤恵子 竹森茂子 田辺久子 徳田敬子 長井チヱ子

丹羽雅代 野村羊子 牧田真由美 松島多恵子 湯前知子 伊藤葉子

第４章 働き続けていま

池田登美子 池 田 岡田淑枝 桑原輝子 纐纈明子 酒井和子 鈴木圭子 園田雅子 高木睦子

高村裕子 滝 桂子 竹内勝子 谷 恵子 玉木節子 中村 巧 池田悦子 本間啓子 屋嘉比ふみ子

渡辺照子

第５章 教育の軍事化

朝倉泰子 根津公子 森本孝子 加藤由美子 齋藤里香 塩川希代子 羽山圭子

第６章 家父長制に抗って

石原みき子 亀永能布子 河瀬郁恵 坂本洋子 鈴木 都 茅野礼子 富澤由子 埜田悦子

船橋邦子 宮子あずさ 村藤美枝子 米津知子 濱岡弘子 金光理恵 村山千津子

第７章 アジアのなかで生きる

芦澤礼子 高木澄子 中原純子 柚木康子 広木道子 鶴 文乃

第８章 わたしと平和憲法

秋山淳子 池田幸代 池田万佐代 石川みのり 宇治谷明美 大槻和子 岡野八代 片野令子

坂本敦子 嶋崎ミエ子 高橋廣子 檜山響子 津和慶子 土井登美江 永井よし子 中村ひろ子

新田ひとみ 野崎光枝 花澤眞美 福島瑞穂 堀田美恵子 真壁清子 村上克子 本池奈美枝

山口菊子 吉田桂子 佐藤 梓 竹信三恵子

裁判解説・中野麻美 意見陳述書・清末愛砂


